
Ⅳ 芦別市教育委員会としての方策 

 学力向上のため、芦別市教育委員会として「授業改善」と「生活習慣の確立」を車の両輪と位置づけ
た取組を推進します。 

１ 授業改善を中心とした方策 

 子どもたちに基礎的・基本的な確かな学力を定着させ、主体的に学習に取り組む姿勢を育成するため
に、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善、ICTの日常的な利活用、学習環境の充実に
焦点を当て重点的に推進します。 

 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 
   学力向上のためには、児童生徒の教育に直接かかわる教職員の専門性の向上を図り、「主体的・対
話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に取り組むことが重要です。また、子ども主体の授業を
実現するため、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体化を図り、教師が教える授業から子ど
もが学ぶ授業への転換を図ることも重要です。このことから、次の取組を着実に推進します。 

  ① 各種学力検査（市内統一学力検査（CRT）、全国学力・学習状況調査等）の結果を全教職員で分
析するとともに、「学校改善プラン」を作成し、学力向上に向けて学校が一つのチームとなり組織
的、計画的、継続的に取り組みます。 

② 「主体的・対話的で深い学び」への授業改善を図るため、「見通しを持った課題設定」「協働的
な活動（話し合い活動など）を通し自分の考えを発表する」「何を身に付けたか確認する振り返
り」を授業に位置づけた授業スタイル「芦別スタンダード」をより一層充実させ、授業の質の向
上に努めます。 

③ 各教科で身に付けた知識・技能を日常生活に生かすため、思考力、判断力、表現力等を育て、
学びに向かう力や人間性が発揮できるよう各教科の特性に応じた「見方・考え方」を鍛え、「深い
学び」の実現を図ります。 

④ 教職員の資質向上を図るため、北海道教育委員会の指導主事を招へいし、授業研究を中心とし
た校内研修の充実を図るとともに、各種教育機関の研修会情報を速やかに提供し、教職員への参
加を推奨していきます。 
⑤ 学力・体力・家庭学習の定着、規則正しい生活や読書の習慣化について、数値目標を学校経営
プランニングシートに位置づけ、中間評価・年度末評価を行い、ＰＤＣＡサイクルに基づき目標
達成に取り組み、その状況と学校の対応を公表します。 

 ⑥ 令和の日本型教育である個別最適な学びと協働的な学びの一体な充実に向けた教育実践を進
め、一人ひとりの学習状況に応じた指導を充実させます。また、「分かる・できる・楽しい授業づ
くり」を進めるための学習規律やノート指導、子ども主体の授業を進めるための授業ルールを市
内で統一し、組織的・計画的に取り組みます。 

⑦ 児童生徒による授業アンケートをもとにどの子も伸ばす指導法の工夫・改善に取り組みます 
⑧ 思考力・判断力・表現力等を育む言語活動の充実が図られるように言語環境の整備と教育課程
の改善に取り組みます。 

⑨ 生活科を中心とした「スタートカリュキュラム」を編成し、幼児期に育まれた学習が小学校に
円滑に接続されるように努めます。 
⑩ 芦別市小中一貫教育協議会を核に、芦別市が目指す子ども像を共有し、義務教育９年間と芦別
高校を加えた 12年間を見通し、「進んで学習に取り組む子ども」の育成を踏まえた教育活動を推
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進し、児童生徒間の交流や教職員間の連携を進めます。 
 「ICT の日常的な利活用」 
児童生徒一人一台のタブレットの日常的な利活用に努め、教育のＩＣＴ化を図るために次の取組

を進めます。 
① タブレットを発表や話し合いの場面、協働での意見整理の場面、共同制作の場面など、授業の
様々な場面で効果的に活用し、思考力・判断力・表現力等の育成に努めます。 
② 実物投影機などの視聴覚機器やＩＣＴを活用し、教員による教材提示の工夫を図ります。 
（画像の拡大提示や書き込み、音声や動画など活用） 
③ タブレットを活用し、児童生徒一人ひとりの習熟度に応じた学習や調べ学習の場面、総合的な
学習の時間の探究的な学習の場面での活用を図ります。 
④ 生成 AI 活用のガイドラインを基に個人情報の保護や著作権及び使用上の問題点などについて
の学習を深め、生成AI の授業での活用を進めます。 
⑤ 家庭へのタブレットの持ち帰りを進め、学習支援ツール「ミライシード」を活用し、保護者と
協力して家庭での学習時間を増やすことに取り組みます。 
 「学習環境の充実」 

   児童生徒が学習しやすい環境を整備し学力向上を図るため、次の取組を推進します。 
 ① 学習サポート教員や特別支援教育学習支援員の活用により、学力向上に向けた指導体制の整備
を図り、ＴＴ（ティームティーチング）、習熟度別少人数指導など学習形態の工夫・改善を行い、
個に応じたきめ細やかな指導が行われるよう学習環境の充実を図ります。 
② 小学校において、教科指導の専門性を持った教員による教科担任制（理科・英語）や学年の担
任間での授業交換により、中学校との接続や児童の学習内容の理解度・定着度の向上を図ります。 

③ 外国語教育の充実を図るため、ＡＬＴを配置し、外国語によるコミュニケーション能力の育成
や外国の文化や歴史等を理解する態度の育成に努めます。 

④ 「通級指導教室」の設置により、通常学級に在籍する学習に困り感のある児童生徒一人ひとり
のニーズに応えるため、学校が一体となって適切な支援に努めます。 

⑤ 教室に入りづらい生徒のための不登校対策として「リフレッシュルーム」を中学校に開設し、
生徒が安心できる「居場所づくり」に努めます。 

⑥ 特別支援教育学習支援員の活用により、学習に困り感やつまずきのある児童生徒に対する支援
や学力下位層に対する支援を充実し、全体的な学力の底上げを図ります。 

⑦ 基礎学力の定着や学習習慣の定着を図るため、学習支援ツール「ミライシード」を導入し、児
童生徒の学習を支援します。 

⑧ 学校の指導体制に見合った適正な授業時数を確保し、各教科の年間指導計画が確実に実施され
るよう教育課程の編成・実施・評価・改善を図ります。 

⑨ 学習活動の基盤となる言語能力を育成するために、学校生活全体において言語環境を整備する
とともに、国語科を要として、各教科の特質に応じた言語活動の充実を図ります。 

⑩ 定期テストや学力テスト、道が推奨するチャレンジテスト等を計画的に実施して、子どもたち
の学力状況を把握し、補充・進化・発展する学習指導を充実します。 

⑪ 漢字、算数・数学、英語検定などの検定試験を推奨し、目標を持って取り組ませ、成果を出す
ことで喜びや達成感を味合わせ、チャレンジ精神の向上と基礎学力の向上を図ります。 
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２ 生活習慣の確立のための方策 

確かな学力を支えるためには、安心して学校生活を送れる「ウェルビーイング」への取組や「規則正
しい生活」、「家庭学習の習慣化」は欠かせないことからその定着に積極的に取り組みます。 

 安心して学校生活を送れる「ウェルビーイング」への取組 
 ① 日々の生活や授業で得られる達成感からもたらされる自己肯定感を高め、意欲的に活動する子
どもの育成を目指します。 

② Q-U（学級満足度・学級生活意欲調査）の結果を活用し、教育相談を通して生徒理解を図り、
子どもたちにとって安心できる「心の居場所」づくりに努めます。 

③ 地域における学びを通して、地域の人々とのつながりから共感的・協調的な関係を築き、安全
安心な教育環境をつくります。 
 「規則正しい生活」と「家庭学習の習慣化」 

 ① 保護者や地域に向けた「教育だより」を発行し、基礎的・基本的な学力を身につけることの意
義や重要性、そのための家庭学習の定着をはじめ、生活習慣の確立には保護者や地域の果たす役
割は大きく、その関心を高めるため具体的な手立てを掲載するなど、役立つ内容を継続的に情報
発信します。 

② 「家庭学習の手引き」や生活リズムチェクシート等を活用し、自らの生活時間をコントロール
できる資質能力を育成し、家庭学習の習慣化を図ります。 

③ 小中学校が連携し、中学校の定期テストに合わせ、家庭と連携した「家庭学習強調週間」に取
り組みます。 

④ 各学校が実施する長期休業日を活用した補充的・発展的な学習会や教育委員会が主催する「や
さしいサポート教室」を実施し、自主的に学習する態度の育成や補充的な学習の機会とする取組
を推進します。 

⑤ 各種検定試験（漢字検定、算数・数学検定、英語検定）の受検料について公費助成を行い、家
庭の協力や励ましのもとに目標に向かって達成する喜びを与えます。 

⑥ 朝読書や読書週間の設定、ブックトークの実施、家庭での読書、ＰＴＡボランティアによる読
み聞かせなどを通して、小学校低学年から文字（言語）に親しむ資質・能力の育成に学校と家庭、
さらに学校と市立図書館等が連携して取り組みます。 

⑦ 全校で取り組む新体力テストや一校一実践の取組、体育の授業、体育的行事への参加により運
動への関心意欲を高めます。また、新体力テストの結果分析をもとに作成した「体力向上プラン」
を活用し、各校が児童生徒の実態に合わせた運動の日常化を図る取組を強化します。 
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